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　急性虫垂炎は一般外科疾患の中でも最も頻

度の高い疾患である。抗生物質などの進歩に

より死亡例はまれであるが、漫然とした経過

観察は穿孔を招く恐れもあり、夜間救急時な

どの手術決定にあたっては、鑑別疾患が多岐

にわたることも相まって、的確な診断が要求

される。

　1985年から1989年までの5年間の当科にお

ける急性虫垂炎手術例の550例について検討

したので報告する。カタル性226例（41．1％）、

蜂窩織炎150例（27．3％）、壊疽性149例（27．IX）、

この内、穿孔例は54例であった、死亡例はな

かった。術中、術後に虫垂炎以外の疾患と判

明した症例で25例（4．5％）にみられた。

　年齢及び性別で見ると、19才以下が52Xと

過半数をしめ、男女比はほぼ1：1であった。

季節的に見ると、夏に多く冬に少ない傾向に

あったが、年間を通じての変動は有意なもの

ではなかった。

　急性虫垂炎と鑑別困難な症例は10才から39

才の女性が過半数を占めた。婦人科領域疾患

が40％を占めた。

　白血球数10000以上、好中球比率　75％以上、

及びBlumberg徴候の有所見率は炎症の程度を

反映した。

　Blumberg徴候は、カタル性でも21．2％にみ

られたが、蜂窩織炎で74．5％、壊疽性で85。7

％、穿孔性では92．　6％と高率にみられたが、そ

れは腹膜刺激症状を100％反映するとは限らず、

手術に際しては各所見を参考にした総合的診

断が必要であると考えられた。

　41歳、男。6ヵ月前より右耳前部に自覚症状の

ない皮疹が出現し徐々に拡大し栂指頭大となる。

2カ月後同様の皮疹が右後頭部にも出現し鶏卵大

となる。末梢血好酸球5％。IgE　32001U／m2。

組織では真皮深層から皮下脂肪織に稠密な細胞浸

潤巣がみられ、主としてリンパ球と好酸球、一部

形質細胞よりなる。内皮細胞の浮腫をともなう毛

細血管の増生が著明で、多数の瀕胞様構造の形成

もみられる。木村氏病との異同についても論じた。
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